
 

三大疾病のひとつである心臓病は、がんについで日本人の死因の第２位を占め、その割合は現在も 

増え続けています。先日、天皇陛下が狭心症を患われ心臓手術を受けられました。みなさんは、無事終了

のニュースを聞いて安堵されたとともに，術後早い時期からお元気でリハビリテーションに励まれている

陛下のご様子を報道などで聞かれ、驚かれたのではないでしょうか。心臓手術はこの十数年で目覚しい 

進歩を遂げ、からだにやさしい手術（低侵襲手術）が多く行われるようになってきました。陛下が受けら

れたオフポンプ手術から、最先端治療であるロボット心臓手術までわかりやすく解説します。 

心臓病は、突然発症し治療まで待っていられない事が多い病気です。 

あらかじめ十分な知識を身につけておく必要があります。 

場 所  国際医療福祉大学三田病院 11F 三田ホール 

講 師  牛島 輝明（心臓血管センター心臓外科部長／ 

国際医療福祉大学教授） 

 定 員  250 名  参加無料 (どなたでもご参加いただけます) 

※ 講演終了後、有酸素運動の方法をテーマに「けんこう体操」を行います。【参加自由】 

■申込み■ 03-3451-8123  月～土 8:30～17:30  

 


